
釧路工業高等専門学校 開講年度 令和06年度 (2024年度) 授業科目 人文・社会科学演習
科目基礎情報
科目番号 0081 科目区分 一般 / 選択
授業形態 演習 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 電子工学分野 対象学年 4
開設期 通年 週時間数 2

教科書/教材
☆教科書：畑村洋太郎『失敗学実践講義』講談社，2010年．　　　　　　☆参考書：マイケル・サンデル『5000人の白
熱教室』早川書房，2012年．　西部直樹『はじめてのディベート 聴く・話す・考える力を身につける―しくみから試合
の模擬練習まで』あさ出版，2009年．

担当教員 細見 佳子
到達目標
１．「失敗学」の議論を理解し、自分の考えを述べ、レポートにまとめることができる。
２．「失敗学」に関するＤＶＤを視聴し、自分の考えを述べ、レポートにまとめることができる。
３．マイケル・サンデル『白熱教室』のＤＶＤを視聴し、自分の考えを述べ、レポートにまとめることができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
「失敗学」の議論を十分に理解し
、自分の考えを説得的に述べ、レ
ポートにまとめることができる。

「失敗学」の議論を理解し、自分
の考えを述べ、レポートを作成す
ることができる。

「失敗学」の議論を理解できず、
自分の考えを述べることもレポー
トにまとめることもできない。

評価項目2
「失敗学」に関するＤＶＤの議論
を十分に理解し、自分の考えを説
得的に述べ、レポートにまとめる
ことができる。

「失敗学」に関するＤＶＤの議論
を理解し、自分の考えを述べ、レ
ポートを作成することができる。

「失敗学」に関するＤＶＤの議論
を理解できず、自分の考えを述べ
ることもレポートにまとめること
もできない。

評価項目３
『白熱教室』の議論を十分に理解
し、自分の考えを説得的に述べ、
レポートにまとめることができる
。

『白熱教室』の議論を理解し、自
分の考えを説得的に述べ、レポー
トにまとめることができる。

『白熱教室』の議論を理解できず
、自分の考えを述べることもレポ
ートにまとめることもできない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 「失敗学」に関する書籍・DVDおよび公共哲学に関するDVDを手掛かりにして、技術者として社会に貢献するために必

要とされる知識を身につけ、論理的・説得的に討論する能力を養い、レポートにまとめる文章力をつける。

授業の進め方・方法

前期の最初３回は、担当教員が講義形式で説明するが、その後は、学生が教科書についての報告を担当して授業を進め
ていく。報告者はレジュメやパワポを使って、内容説明を行い、議題を提示する。その後、全員でディスカッションを
行う。最後に、各自でレポートを作成して提出する。
さらに、ＤＶＤを視聴して、全員でディスカッションを行い、最後に、各自でレポートを作成して提出する。

報告のパフォーマンス・ディスカッションの積極的参加等の受講態度・レポートにより評価する。得点が６割以上の者
を合格とする。
得点が基準に達しない場合には課題の再提出を課し、６割以上の得点で合格とする。

・関連科目：現代社会、法学、倫理社会、歴史総合

注意点

〇テキストを読み、著者の意図を理解して自分の言葉でまとめ、それに対する自分の考えを述べて、ディスカッション
をします。毎回、１２００字以上の手書きレポートを作成して、提出していただきます。
・報告以外の学生も、ディスカッションに参加できるように、毎回、教科書の予習をすること。
・各回の報告を担当する学生は、報告の１週間前にパワポやレジュメ等の資料を作成し、担当教員へ提出すること。必
要な場合は、担当教員と打ち合わせのＭＴＧを行います。
・講義には必ず教科書を持ってくること。毎回にわたり持参しない場合は、減点の対象とします。
・理由のない遅刻・欠席は減点の対象となる。毎回提出するレポートについては、理由のない欠席の場合、提出するこ
とができない。公欠等で欠席した場合は、次の回の授業開始時に、欠席した回のレポートを担当教員へ提出すること。
・途中退出した場合も、時間に応じて、遅刻・欠席とします。
・携帯電話・スマートフォンの電源は切っておくこと。
※演習であり、議論ができる適正な人数である１８名を定員とします。

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 ☑  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 ガイダンス 授業の概要を理解する
2週 レジュメ・レポートの作成について レジュメ・レポートの作成方法を身につける。

3週 『失敗学実践講義』第１講 内容を理解し、ディスカッションで自分の考えを述べ
、レポートを作成することができる。

4週 『失敗学実践講義』第２講 内容を理解し、ディスカッションで自分の考えを述べ
、レポートを作成することができる。

5週 『失敗学実践講義』第３講 内容を理解し、ディスカッションで自分の考えを述べ
、レポートを作成することができる。

6週 『失敗学実践講義』第４講 内容を理解し、ディスカッションで自分の考えを述べ
、レポートを作成することができる。

7週 『失敗学実践講義』第５講 内容を理解し、ディスカッションで自分の考えを述べ
、レポートを作成することができる。

8週 『失敗学実践講義』第６講 内容を理解し、ディスカッションで自分の考えを述べ
、レポートを作成することができる。

2ndQ
9週 『失敗学実践講義』第７講 内容を理解し、ディスカッションで自分の考えを述べ

、レポートを作成することができる。

10週 『失敗学実践講義』第８講 内容を理解し、ディスカッションで自分の考えを述べ
、レポートを作成することができる。



11週 『失敗学実践講義』第９講 内容を理解し、ディスカッションで自分の考えを述べ
、レポートを作成することができる。

12週 『失敗学実践講義』終章 内容を理解し、ディスカッションで自分の考えを述べ
、レポートを作成することができる。

13週 「失敗学から学ぶこと」 これまでの内容を振り返り、ディスカッションで自分
の考えを述べ、レポートを作成することができる。

14週 失敗学ＤＶＤ視聴 内容を理解し、ディスカッションで自分の考えを述べ
、レポートを作成することができる。

15週 「失敗学」／後期ガイダンス １学期の議論を振り返り、ディスカッションで自分の
考えを述べ、レポートを作成することができる。

16週

後期

3rdQ

1週 失敗学ＤＶＤ視聴 内容を理解し、ディスカッションで自分の考えを述べ
、レポートを作成することができる。

2週 失敗学ＤＶＤ視聴 内容を理解し、ディスカッションで自分の考えを述べ
、レポートを作成することができる。

3週 失敗学ＤＶＤ視聴 内容を理解し、ディスカッションで自分の考えを述べ
、レポートを作成することができる。

4週 失敗学ＤＶＤ視聴 内容を理解し、ディスカッションで自分の考えを述べ
、レポートを作成することができる。

5週 失敗学ＤＶＤ視聴 内容を理解し、ディスカッションで自分の考えを述べ
、レポートを作成することができる。

6週 マイケル・サンデル白熱教室ＤＶＤ視聴 内容を理解し、ディスカッションで自分の考えを述べ
、レポートを作成することができる。

7週 マイケル・サンデル白熱教室ＤＶＤ視聴 内容を理解し、ディスカッションで自分の考えを述べ
、レポートを作成することができる。

8週 マイケル・サンデル白熱教室ＤＶＤ視聴 内容を理解し、ディスカッションで自分の考えを述べ
、レポートを作成することができる。

4thQ

9週 マイケル・サンデル白熱教室ＤＶＤ視聴 内容を理解し、ディスカッションで自分の考えを述べ
、レポートを作成することができる。

10週 マイケル・サンデル白熱教室ＤＶＤ視聴 内容を理解し、ディスカッションで自分の考えを述べ
、レポートを作成することができる。

11週 マイケル・サンデル白熱教室ＤＶＤ視聴 内容を理解し、ディスカッションで自分の考えを述べ
、レポートを作成することができる。

12週 マイケル・サンデル白熱教室ＤＶＤ視聴 内容を理解し、ディスカッションで自分の考えを述べ
、レポートを作成することができる。

13週 マイケル・サンデル白熱教室ＤＶＤ視聴 内容を理解し、ディスカッションで自分の考えを述べ
、レポートを作成することができる。

14週 マイケル・サンデル白熱教室ＤＶＤ視聴 内容を理解し、ディスカッションで自分の考えを述べ
、レポートを作成することができる。

15週 まとめ １年間の内容を振り返り、ディスカッションで自分の
考えを述べ、レポートを作成することができる。

16週
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

基礎的能力 人文・社会
科学 社会

地理歴史的
分野

民族、宗教、生活文化の多様性を理解し、異なる文化・社会が共
存することの重要性について考察できる。 3 後1,後2,後

3,後4,後5

公民的分野
自己が主体的に参画していく社会について、基本的人権や民主主
義などの基本原理を理解し、基礎的な政治・法・経済のしくみを
説明できる。

2 後2,後3,後
4

現代社会の
考察

現代社会の特質や課題に関する適切な主題を設定させ、資料を活
用して探究し、その成果を論述したり討論したりするなどの活動
を通して、世界の人々が協調し共存できる持続可能な社会の実現
について人文・社会科学の観点から展望できる。

3

前2,前3,前
4,前5,前
6,前7,前
8,前9,前
10,前11,前
12,前13,前
14,前15,後
5,後6,後
7,後8,後
9,後10,後
11,後12,後
13,後14,後
15

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他（レポー

ト課題） 合計

総合評価割合 0 20 0 20 0 60 100
基礎的能力 0 20 0 20 0 60 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0


